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レーザカット済ペーパーキット
木造客車シリーズ

ﾛ75

●別売品
   KATO2軸貨車用
　 カプラーポケット
　　・φ5.6車輪
　　・各種カプラー

1/150 N  1500円

明治23年にイギリス、メト
ロポリタン車輌会社にて8両
が製造された2等車です。中
央に便所、左右に客室を配
する車内レイアウトが特徴
で、形式違いの同型車が多
数存在しました。

ﾛﾊ851

ﾊ1005

明治２７年に新橋工場で
５両が製作された、二三等
合造車です。車輌の前後で
等級を分ける通常の合造車
と異なり、車体中央に2等
室があり、両端に3等室が
ある構造が特徴です。

明治22年～明治39年に製
造された同系車をまとめ
たグループで、その総数
は全体で500両近くに及
び、四輪単車群の中でも
一大勢力を誇りました。
製造時期、工場の違いで
外観に少しずつ違いがあ
ります。今回はそんな一族から、明治22年にイギリスの工場で
製造されたハ1774をプロトタイプにしました。

建築模型にも使われているスノーマット紙をレーザー
カットマシンで裁断しキット化したシリーズです。　
今回はあまり鉄道模型として見かけない木造客車を
キット化してみました。

●別売品
   KATO2軸貨車用
　 カプラーポケット
　　・φ5.6車輪
　　・各種カプラー

1/150 N  1500円

●別売品
   KATO2軸貨車用
　 カプラーポケット
　　・φ5.6車輪
　　・各種カプラー

1/150 N
生産終了

1

ﾊ4975 この車は明治16～20年に神戸
工場で製造したロ507を格下げ
改造して生まれた車両です
ゆったりと配置された窓配置に
2等車時代が偲ばれます。

●別売品
   KATO2軸貨車用
　 カプラーポケット
　　・φ5.6車輪
　　・各種カプラー

1/150 N  1500円



ﾌﾊ3109

ﾊﾌ2997

ｺﾊ6500
明治8年～明治9年にイギリスで9輌、国内で1輌が作られた
日本初のボギー客車です。
国鉄では仙台局管内で昭和２４年まで使用されていました。

●別売品
   KATO2軸貨車用
　 カプラーポケット
　　・φ5.6車輪
　　・各種カプラー

1/150 N  1500円

●別売品
   KATO2軸貨車用
　 カプラーポケット
　　・φ5.6車輪
　　・各種カプラー

1/150 N  1500円

●別売品
   マグネマティック
　　カプラーNo2001
　　・φ5.6車輪

1/150 N
1800円

明治30年にかけて6両が
製造され、主に九州地方
で活躍しました。
車端部に飛び出したブレ
ーキハンドルカバーがよ
いアクセントとなってい
ます。

明治25年に15両が製作され
た三等緩急車です。車掌室
を広くとっているため、ブ
レーキハンドルは車内に納
められ、半円状のカバーが
ありません。他車にも移動
できるよう、貫通扉がつい
ているのが特徴です。

2

ハブ３

ﾊ4995
明治36年に新橋工場で製造
されました。前頁のハ4975の
中の、少しタイプが違うも
のです。現在は加悦SL広場
にて保存されています。

●別売品
   KATO2軸貨車用
　 カプラーポケット
　　・φ5.6車輪
　　・各種カプラー

1/150 N  1500円

●別売品
   KATO2軸貨車用
　 カプラーポケット
　　・φ5.6車輪
　　・各種カプラー

1/150 N  1500円

明治22年に讃岐鉄道がドイツ
から輸入しました。鉄道省に
買収後はユニ3908となり、
加悦鉄道に転じてハブ３と
なりました。現在は加悦SL
広場にて保存されています。
模型は時代の仕様により
貫通扉の有無が選択できます。


























